
2019年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL56919B16）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

カメルーン G102 環境教育 20～45
歳のみ 個別 交替

4代目 2年 ・2020/2 ・2020/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

中等教育省

2）配属機関名（日本語）

ニーナ ギアネッティ
NGO

3）任地（ 中央州ニョン・ソー県ンバルマヨ市 ） JICA事務所の所在地（ ヤウンデ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ バス で 約 1.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は私立カトリック系(NINA GIANETTI)団体で、幼稚園、小中学校、芸術学校や病院を運営している。この中学校
は1977年に創設されており、施設内に寄宿舎もある。中学校の生徒数は約250名。
創設者はイタリア人で、現在もイタリア人職員が運営に携わっているほか、外国人ボランティアも活動中である。環境
教育JV(青年海外協力隊)1名が活動中。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先では、将来を担う若い世代の生徒たちに、早い段階で環境保護に関する正しい知識を持つよう、授業カリキュラ
ムに環境教育を組み込んでいる。また、生徒が組織するエコロジークラブもある。
隊員は、環境保護に関する授業、ごみの分別、生ごみのコンポスト化、学校菜園、下水処理場、ごみ処理場の見学、関
連する団体、市役所等と協力して市内の清掃活動を企画するなど、地域での活動も行ってきた。引き続き協力してもら
いたい旨の要請があった。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

私立ニーナ中学校を中心に環境教育の理解促進、地域社会における環境啓発として、以下の活動を行う。
1.担当教員らと協力し、ゴミのリサイクル方法紹介など環境保護に関する授業を行う。
2.生徒組織のエコロジークラブの支援・指導を行う。
3.地元自治体、環境省出先機関、他機関NGOなどと協力して環境イベントの企画を行う。
4.家庭ゴミからコンポスト作り。それを家庭菜園で利用していくというサイクルをつくる。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、椅子、ビデオデッキ、テレビ、プロジェクター、パソコン、インターネット

4）配属先同僚及び活動対象者

ニーナ責任者:男性 40代
中学校校長:女性 50代
環境教育担当教師:男性40代
中学校教師、関連団体職員他

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

フランス語

6）生活使用言語

フランス語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)又はフランス語(レベ
ル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（　　　　）　備考：

[参考情報]：

　・イベント関連での活動経験

任地での乗物利用の必要性

自転車

【地域概況】
[気候]：（熱帯夏季少雨気候）　気温：（20～35 ℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
停電断水は、日に1・2度起こることは多々あり、一日中復旧しない場合もある。
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